
学校番号 117 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典 B 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 「精選 古典 B」(大修館書店) 

副教材等 

『シンプルスタイルシリーズ 古典単語 301』(尚文出版) 

『〜古文単語と一緒に学ぶ〜これからの古典文法〔改訂版〕』(尚文出版) 

『最新国語便覧』(浜島書店) 

1 担当者からのメッセージ(学習方法等) 

・古典を通して日本伝統の感じ方・考え方、言葉の原義・歴史的変遷、日本文化の特質を身に付け、日本

のアイデンティティをしっかり持つことがグローバル社会の中で生きるうえで必要です。 

・「温故知新」という言葉の通り、昔の事をたずね求めて、これからの厳しい社会で必要な新しい知識や、

独自の考えなどを持てる人間になってください。 

・言われることだけを淡々とする受け身の勉強ではなく、自ら興味を持ち、考え、工夫し、様々な方

法を試すような積極的な勉強にしてください。能動的な活動こそ自らを成長させる糧となります。 

・授業外の課題が多いです。余裕を持って、しっかりと学習してください。 

・予習を必ずしてください。古典文法・漢文の構文の練習をする、古語の読み方を練習する、古語の

意味を調べる、本文を読む、現代語訳を作ってみる、練習問題を解く。 

・復習を必ずしてください。ノートを見ながら本文を読み直す、現代語訳をもう一度作る、練習問題

をもう一度してみる、小試験や定期考査で間違えた問題を分析する。 

・分からない所があれば、授業後や休み時間を使って質問をしてください。 

 

2 学習の到達目標 

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，考え方を広くし， 古典

についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 

b:話す・聞

く能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を

進んで高めると

ともに，古典につ

いての理解や関

心を深めようと

している。 

  古典を読んで思想や

感情などを的確に捉

えたり，その価値を考

察したりして，自分の

考えを深め，発展させ

ている。 

伝統的な言語文化及び

言葉の特徴やきまりな

どの理解を深め，知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の確認 

 

 ・プリント 

 ・授業内発表 

 ・授業外試験 

 

  記述の確認及び分析 

 

 ・ノート 

 ・プリント 

・定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

 

・ノート 

・プリント 

・小試験 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元(題材)の評価規準 評価方法 
a b c d e 

通
年 

古
文
単
語 

古文単語の暗記

301 個 
    ◎ 

e:古文単語の小試験や定期考査で 6

割以上の点数が取れている。 

e:小試験及び、定期考査 

暗
誦 

有名古典作品の

冒頭部分の暗誦 
◎    ○ 

a:3 つ(各学期 1 つずつ)の文章を自

分で選び、それらを朗読して味わ

い、暗誦できている。 

e: 各文章の内容や表現の特色を理

解して読み味わい，我が国の文化の

特質について理解を深めている。 

a,e:行動の観察(暗誦試

験) 

古
典
文
法 

助動詞の理解 ○    ◎ 

a:助動詞の接続の歌と意味の歌、活

用の種類の歌を暗唱している。 

e:(1)助動詞の基本形を全て覚えて

いる。 

(2)各助動詞の基本的な意味を理解

し、覚えている。 

(3)各助動詞の接続を理解し、覚え

ている。 

(4)助動詞の活用の仕方を理解し、

覚えている。 

(5)文中の助動詞に関して文法的な

説明ができる。 

a:行動の観察(暗唱テス

ト) 

e:行動の観察、記述の確認

(これからの古典文法)、定

期考査 

敬語の理解 ○    ◎ 

a:現代の敬語を理解したうえで、古

語の敬語を学ぼうとしている。 

e:(1)敬語の種類を理解し、使い方

を身に付けている。 

(2)古語の敬語を覚えている。 

(3)文中の敬語の種類と敬意の方向

が説明できている。 

a:行動の観察(暗唱テス

ト) 

e:行動の観察、記述の確認

(これからの古典文法)、定

期考査 

一
学
期 

物
語 

『大和物語』「を

ばすて」[中] 
○   ◎ ○ 

a:題材に興味を持ち、平均して 1授

業に 1回自主的に発表している。小

式部内侍の性格や人生に興味を持

って学んでいる。 

d: 文章を読んで，文の構造や意味

を理解し、内容を構成や展開に即し

て的確にとらえている。 

e: 文章に用いられている語句の意

味，用法を理解している。 

作品の特色や価値について理解を

している。 

古語の読み方や和歌等の表現の特

色を理解して読み味わっている。 

a:行動の観察及び記述の

確認(ノート、プリント等) 

 

 

d:行動の観察と記述の確

認(ノート)と定期試験 

 

e:記述の確認(ノート、予

習プリント)及び行動の観

察(音読) 



歴
史
物
語 

『大鏡』「肝試

し」[中] 
○   ◎ ○ 

a:題材に興味を持ち、平均して 1授

業に 1回自主的に発表している。無

常観に関する理解を深めようとし

ている。 

d: 文章を読んで，文の構造や意味

を理解し、内容を構成や展開に即し

て的確にとらえている。 

e: 文章に用いられている語句の意

味，用法を理解している。 

作品の特色や価値について理解を

している。 

古語の読み方や表現の特色を理解

して読み味わっている。 

a:行動の観察及び記述の

確認(ノート、プリント等) 

 

 

d:行動の観察と記述の確

認(ノート)と定期試験 

 

e:記述の確認(ノート、予

習プリント)及び行動の観

察(音読) 

説
話 

『今昔物語集』

馬盗人[期] 
○   ◎ ○ 

a:題材に興味を持ち、平均して 1授

業に 1回自主的に発表している。無

常観に関する理解を深めようとし

ている。 

d: 文章を読んで，文の構造や意味

を理解し、内容を構成や展開に即し

て的確にとらえている。 

e: 文章に用いられている語句の意

味，用法を理解している。 

作品の特色や価値について理解を

している。 

古語の読み方や表現の特色を理解

して読み味わっている。 

a:行動の観察及び記述の

確認(ノート、プリント等) 

 

 

d:行動の観察と記述の確

認(ノート)と定期試験 

 

e:記述の確認(ノート、予

習プリント)及び行動の観

察(音読) 

二
学
期 

古
典
文
法 

識別の理解

[中・期] 
○    ◎ 

a:用言、助動詞の知識を用いて識別

しようとしている。 

e:(1)単語に分けることができる。 

(2)各語の接続を覚えている。 

(3)接続後の活用形が分かる。 

(4)文脈に応じてその語の文法的意

味が分かる。 

a:記述の確認(練習プリン

ト、確認テスト) 

e:行動の観察、記述の確認

(これからの古典文法)、定

期考査 



物
語 

『源氏物語』

「葵」[中] 
○   ◎ ○ 

a:題材に興味を持ち、平均して 1授

業に 1回自主的に発表している。話

の続きを自分で考え、実際の物語と

の違いを味わっている。 

d: 文章を読んで，文の構造や意味

を理解し、内容を構成や展開に即し

て的確にとらえている。 

e: 文章に用いられている語句の意

味，用法を理解している。 

作品の特色や価値について理解を

している。 

古語の読み方や和歌等の表現の特

色を理解して読み味わっている。 

a:行動の観察及び記述の

確認(ノート、プリント等) 

 

 

d:行動の観察と記述の確

認(ノート)と定期試験 

 

e:記述の確認(ノート、予

習プリント)及び行動の観

察(音読) 

随
筆 

『枕草子』「う

れしきもの」

[期] 

○   ◎ ○ 

a:題材に興味を持ち、平均して 1授

業に 1回自主的に発表している。菅

原孝標女に関する情報をもとに、当

時の物語の受容され方を理解しよ

うとしている。 

d: 文章を読んで，文の構造や意味

を理解し、内容を構成や展開に即し

て的確にとらえている。 

e: 文章に用いられている語句の意

味，用法を理解している。 

作品の特色や価値について理解を

している。 

古語の読み方や表現の特色を理解

して読み味わっている。 

a:行動の観察及び記述の

確認(ノート、プリント等) 

 

 

 

d:行動の観察と記述の確

認(ノート)と定期試験 

 

e:記述の確認(ノート、予

習プリント)及び行動の観

察(音読) 

三
学
期 

評
論 

『曽根崎心中』

「道行」[期] 
○   ◎ ○ 

a:題材に興味を持ち、平均して 1授

業に 1回自主的に発表している。光

源氏を中心とした人間関係を理解

しようとしている。 

d: 文章を読んで，文の構造や意味

を理解し、内容を構成や展開に即し

て的確にとらえている。 

e: 文章に用いられている語句の意

味，用法を理解している。 

作品の特色や価値について理解を

している。 

古語の読み方や和歌等の表現の特

色を理解して読み味わっている。 

a:行動の観察及び記述の

確認(ノート、プリント等) 

 

 

d:行動の観察と記述の確

認(ノート)と定期試験 

 

e:記述の確認(ノート、予

習プリント)及び行動の観

察(音読) 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力    e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画(例)作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元(題材)で全ての観点について評価することとなるが、学習内容(小単元)の各項目

において特に重点的に評価を行う観点(もしくは重み付けを行う観点)について○を付けている。 


